





























2011年４月～2015年３月  グローカル研究員（2012年７月 28日、シンポジウム
「国際化の中の柳田國男」のコーディネーターと司会）
2011年６月～2015年３月 民俗学研究所運営委員
2012年１月～2013年 12月 「成城学びの森」運営委員
2007年秋冬～2009年秋冬 「成城学びの森」講師
／2014年春夏・秋冬 他、文芸学部人事委員長、『成城文藝』編集委員長等
（主要）研究業績
【著書】
2002年　『グリム童話を読む事典』、三交社
2006年　『柳田國男とヨーロッパ』（編）、三交社
2014年　『ヘルダーリンと現代』、青土社
【編訳著】
1998年　『庭園の歓び─詞歌による西欧庭園文化散策』、三交社
2003年　『ゲーテと歩くイタリア美術紀行』、青土社
2004年　『ゲーテ美術論集成』、青土社
2006年　『ゲーテと読む世界文学』、青土社
2008年　『グリム兄弟メルヘン論集』（共著）、法政大学出版局
2008年　『世紀末芸術論』、青土社
5高木昌史教授　略歴および研究業績
【論文】
1984年　「ヘルダーリンの詩学」、『國學院大學紀要』第 22巻　
1988年　「ヘルダーの旅日記」、『國學院雑誌』通巻 971／972号
1990年　「ゲーテのダンテ論」、『ゲーテ年鑑』第 32号、日本ゲーテ協会
1991年　「ヘルダーと民謡」、『ドイツ文学』第 86号、日本独文学会
1991年　 「ゲーテとペトラルカ─『ソネット集』を読む」、『プリスマ─川村二郎を
めぐる変奏』所収、小沢書店
1999年　「グリム兄弟の知的遺産」、『ユリイカ』1999・４所収、青土社
2002年　「ゲーテとイタリア風景」、『日伊文化研究』第 40号、日伊協会
2003年　「AT451の東西─兄弟を捜す少女」、『民俗学研究所紀要』第 27集
2008年　「橋伝説の東西」、『民俗学研究所紀要』第 32集
2010年　「昔話の比較研究─歴史・目的・方法」、『民俗学研究所紀要』第 34集
2010年～ 2011年　「フィリップ・オットー・ルンゲの世界─文学と美術」（１）（２）
（３）、『成城文藝』第 212・213・214号
2011年～ 2012年　「中世ヨーロッパの伝説」（１）（２）（３）（４）、『成城文藝』第
216・217・218・219号
2012年　 「柳田國男とグリム学」、『現代思想』10月臨時増刊　総特集「柳田國男」
─『遠野物語』以前／以後、青土社
2013年　 「シリーズ／比較民話」（１）（２）（３）（４）、『成城文藝』第 222・223・
224・225号
【翻訳】
1995年　 マックス・リューティ『昔話と伝説─物語文学の二つの基本形式』（共訳）、
法政大学出版局
1996年　 ウタ・ランケ‐ハイネマン『カトリック教会と性の歴史』（共訳）、三交
6
社
1996年　ユッタ・シュトレーター＝ベンダー『天使』、青土社
1997年　マックス・リューティ『メルヘンへの誘い』、法政大学出版局
1998年　エーリヒ・アウエルバッハ『世界文学の文献学』（共訳）、みすず書房
1999年　 ガブリエーレ・ザイツ『グリム兄弟─生涯・作品・時代』（共訳）、青土
社
2001年　マックス・リューティ『民間伝承と創作文学』、法政大学出版局
2005年　ヤーコプ・ブルクハルト『美のチチェローネ』、青土社
2009年　アドルノ『文学ノート』２（共訳）、みすず書房
＊ 2012年～2015年　「Ｅ・パノフスキー神話画論集」（訳と解説）（１）（２）（３）
（４）、『ヨーロッパ文化研究」第 31・32・33・34集
【書評／エッセイ等】略
